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本研究の目的は，アンケート調査を通して，知的障害者の老後に対する親達の不安を明確にすることであっ

た。その結果， 368名の親達などから回答が得られた。現段階では，この知的障害者達の年齢は，多くが 20義

代から 30義代まであり，まだ高齢の年齢に達していなかったが，大部分の親達は，将来の子どもの老後につい

て不安を抱えてpた。不安の理由としては 親自身が高齢となり 主に知的障害者の世話が菌難であるこがあ

げられていた。しかし，高齢知的捧害者の世話については，多くの親達はきょうだいには期待をしていなかっ

た。

親達が期待する高齢知的障害者の生活場所や人生の終罵場所は，主に「現在生活をしている場所JI自宅J，
「グループホームjであった。親達は 子ども達の住み慣れた生活環境で人生を終えることを望んでいるようで

ある O
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I はじめに

2000年に介護保険法が施行され様々な施設・在

宅福註サービスが高齢者に提供され社会全体に高齢

者の弁護に対する関心や興味が高まってきた。ところ

が，ある知的障害者入所更生施設では，入所している

高齢の知的障害者の支援問題でリ悩んでいた。それは，

高齢となり，排濯や入浴などの日常生活の介助が必要

となった利用者をこのまま更生施設で支援をするの

か，あるいは十分な介護サービスが提供される特期養

護老人ホームに入所するのかといった問題であった O

なぜならば，過去，この施設で法，ある一人の高齢の

知的障害者が特別養護老人ホームに入所したが，題囲

の人々と十分な言語的コミュニケーションが取れず，

そこで孤立した生活を送っていたことと，一方，今の

施設の現状では，高齢の知的関害者に対する不十分な

支援体制であったからである。不十分な支援体制とは，

高齢知的障害者の分護に対する専門的職員の不在，高

齢化に伴う疾病への歪療的設備の不備，彼らへの不十

分な余暇指導である。そして，高齢知的障害者の支援

問題は，特定の知的障害者施設のみならず全国の知的

障害者施設が抱える問題となっていることが報告され

ている υ-5) 0 このような状況で，知的障害者の老後

に対する親達の不安の状況を明確にし，何らかの福祉

対策の検討が必要であるのではないかと考えた c なぜ

ならば，知的障害者の老後の介護に強く不安を持って

いるのが，長年，知的障害者を養育してきた親達自身

で毒ると思われたからである O また これまでの先行

萌究にみられる障害者の親達に対する調査研究では，

親達の障害児の育児についてのストレスや夫婦関係の

問題を取り上げたものが中心であり 6)-10) 知的捧害

の子どもの老後の不安を取り上げたもの誌なかったこ

とも本研究を取り上げた 1つの要国である。

以上の様本経緯から 本研究の巨的は，アンケート

調査を通して，知的障害者の老後に対する親達の不安

を具体的に明らかにすることであった。そして，親達

の子どもの老後の不安を把握し，それを施設などの支

援に反映することは高齢の知的障害者のみならず，障

害者家族全体に対する支援になるのではないかとも考

えたのである O そこで 筆者達とかかわりのある山口

市内と西宮市・福岡市内の知的捧害者の親達に対して

知的障害者の高齢化問題についてアンケート調査を実

施したので，その結果を報告する O

E 研究方法

1 調査対象者

山口市内の知的障害者通所授産施設，入所更生施設

および西宮市・福岡市の知的障害者育成会に関わる知

的揮害者の親達を調査対象者とした。本調査は，If!l苓

者と知的障害者自身のプライパシーに関する事柄とも

関係していることからも アンケート調査の受諾して

項けた団体を通して実施した。

2 調査時期

2004年4月から 2006年2月までであった。

3 調査方法

費関紙によるアンケート調査を採用した。調査は，

アンケート調査実施の本諾を頂いた団f本の代表者を通
して，その親達に質問紙を配布した。回収には各自体

への留め置きと郵送法の併用で、行った。

4 調査内容

賀関紙の内容は以下の通りである。

(1)知的障害者の老後について

①子ども達の老後に対して不安があるか?

②ある場合，その理由は伺か?

(2)知的障害者の高齢についての印象(身体的，心理

的側面)

也子ども達が年老いたと思うか?

②思う場合，その理由は何か?，また F 現在の必要

とされる介護状況。

(3)知的障害者自身の高齢(加齢)についての認識

@子ども自身，高齢(加齢〉になることを理解して

pると思うか。

@思う場合，その理由は何か?

(4) きょうだいによる知的障害者の会護について

①きょうだいに高齢の知的障害者の介護を期待する

か?

②期待する場合，その事を言葉で伝えているか?

(5)職場での定年制の導入について

ヨ〉将来，授産施設などにおいても定年制の導入が盛

要であると思うか?

②d必要ではない場合，その理由は?

(6)高齢知的障害者の生活場所

①高齢知的捧害者は どこの生活場所が望ましいの

か?

②高齢知的障害者の人生の終鳶場所

以上，アンケートの質問項目数は合計 22であり，

回答法選択鼓を用いた。ただ 最後に本アンケートに

関する自由記述の解答欄を設定した O アンケートは，

親達の精神的負担にならないように回答が容易な費問

を考え，筆者達が独自に作成したものである。そして，

主に親達の子ども達の加齢の印象，親亡き後の子ども

達の老後の支援体制 親達の願う子どもの老後生活場

所を調べることを中心に質問を作成した。
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5 データの分梧

調査結果については，まず，データの単純集計をし，

その後，一部の費関項目の回答結果と親達の年齢 (60

歳未溝・ 60歳以上) 知的瞳害者の年齢 (40歳未

満.40歳以上)，知的障害者の日中の生活場所(在宅

及び通所施設・入所施設)障害の程度(軽度・中度・

重度〉による関係を統計的に謁べた。使用した統計ソ

フトは SPSSvir.14.0.で、ある。

E 調査結果
表 1 表6

計

表 2 不安理自

『
/

計
一
表

非常に不安である
まあまあ不安である

あまり不安がない

ほとんど不安がない
わからない

思う

患わない
わからない

れ % 

親自身が高齢となり、知的障害者の世話
148 45.3 

が菌難

知的障害者のためのき人ホームがない 103 31.5 

親以外の家族や親類が世話してくれない 23 7.0 

経済的苦しい 9 2.8 
その他 44 13.4 

計 327 100.0 

自分の身体の衰えについて話をする

自分の死の爵題について話をする
親の死の宿題について話をする

その他
言十

表 8 きょうだいの介護の期待

非常に期待する

まあ懸待する

あまり期待しない

ほとんど窓待しない

計 314

表9 言葉による世話期待の伝達

表3 子どもお加齢感

時よあま々くあありなるるい

ほとんどない

三十

表4 1m爵惑理由

言十

表 11

よく伝える
時々伝える

あまり伝えない

ほとんど長えない

計

表 10

n % 
物忘れが多くなった 12 7.9 
歩行が医難1<:なった 15 9.9 
視力が衰えた 8 5.3 
耳が簡」え1<:くくなった ヰ 2.6 
忍酎力がなくなった 19 12.5 
食欲がなくなった 2 1.3 
トイレでの助けが多くなった 54 35.5 
白髪やしわが増えた 37 24.3 
その他 0.7 

一一一 言十 152 100.0 

非常に必要である

まあまあ必要である
あまり必要ではない

わからない

表 5 き要介護項目(護数回答)
n % 

移動等について寝返り、歩行、移動など} 25 7.6 
身体の洗身1<:ついて 49 15.0 
食事摂取1<:ついて 21 6.4 
排便排尿について 47 14.4 
はみがき、洗顔、整髪等1<:ついて 54 16.5 
衣服の着脱 30 9.2 
問題行動への対応被害的、感情が不安

49 15.0 
定、暴言暴行など)

今の所、介護の必要はない 51 15.6 
その他 0.3 

計 327 100.0 

表 12 懇意零望場所

計

病院

特毘養護老人ホーム
現在生活している施設

グループホーム
在宅

表 13 分散分析結果一覧
老後の不安 1) 子どもの加齢惑 2) きょうだいへの賂待 3) 期待の伝達ヰ〕

項目 平均値 s.d. F僅 Ip 平均値 s.d. F値 Ip. 平均健 s.d. Ft重 Ip. 平均健 s.d. F値 Ip. 

両親の年齢
60歳未満 1.48 0.65 2.82 0.83 3.12 0.86 2.33 0.95 

60歳以上
6.66 •• 43.38 *.. 7.99 •• 0.14 n.s. 

1.30 0.60 2.22 0.89 2.82 1.00 2.31 0.90 

障害児の年齢
40歳未満 1.39 0.62 2.71 0.88 3.05 0.90 6.25オ

2.43 0.90 
0.62 n.s 30.75 ..オ 5.72 • 

40歳以上 1.32 0.60 2.02 0.83 2.68 1.02 1.91 0.81 

軽度 1.76 1.06 6.15" 2.84 0.85 2.86 0.99 2.82 0.75 
障害の程度 中度 1.40 0.59 

軽>中、重
2.51 0.98 1.78 n.s. 2.82 1.04 2.36 0.98 2.07 n.s. 

1.91 n.s. 
重度 1.35 0.56 2.54 0.88 3.06 0.89 2.21 0.90 

生活場所
自宅 1.41 0.63 

1.74 n.S. 
2.64 0.86 7.68 •• 3.05 0.91 

2.33 n.s. 
2.30 0.89 

0.01 n.s. 
施設 1.31 0.60 2.35 0.91 2.86 0.98 2.32 0.90 

居住地
都市部 1.40 0.59 2.54 0.91 

0.11 n.S. 
3:03 0.88 

1..08 n.s. 
2.36 0.86 

0.01 n.s. 0.23 n.s. 
地方 1.40 0.71 2.57 0.91 2.92 1.02 2.26 1.00 

本日<.05**匹く01***担.く001
1) 1.非常に不安~4.ほとんど不安はない お 1.よくある ~4.ほとんどない 3) 1.非常に期待~4 ほとんど期待はない 4) 1.よくある~4.ほとんどない

※質問項目によっては記入漏れがあったので 回答結果の総数が 368名にならない場合もある。本来，きょうだいや祖父立ど法対
象者から除去すべきであったが，親達が死亡をしている場合もあり，これらの人々が親達の代わりになると考えられるので，調査
対象者に含めることにした。また，知的揮害者の数や障害の種別においても，記入漏れがあったので，知的障害者の総数が368名
にはならない点も付け加えておく。
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基本的属性:アンケート調査では， 368名の親達な

どから脊効な回答が得られた。記入者の内訳は，母親

302名 (82.1%に父親31名 (8.4%にきょうだい31

名 (8.4%に祖父3名 (0.8%)であり，大部分は養

育の中心である母親が記入していた※。

親達の年齢は， 40義代49名 (13.3%に 50歳代

140名 (38.0%に 60歳代以上168名付5.7%)で品

り， 8割以上の親達が50歳代以上であった。

知的障害者の年齢辻， 20義代129名 (38.2%に 30

歳代127名 (37.6%に 40歳代45名 (13.3%に 50歳

代6名(1.8%に 60歳代9名 (2.7%)で品り，大部

分の知的障害者達は， 20-30歳代であり，まだ高齢の

年齢状況に達していなかった。したがって，親達は，

今，部座にわが子の高齢化の問題には，切羽詰まった

状況にはないかもしれないが，本論文では，将来，盛

ず訪れるわが子の高齢化についての親達の現段階の意

識について触れることにした。また 知的障害者の場

合， 45裁ぐらいで早期の高齢化を迎える場合もある

ので，既に早期高齢化を迎えた知的障害者もいると想

像される。一方，知的障害者の年齢が50歳代以上の

高齢化になると，親達の多く lま既iこ亡くなっており，

親達に対するアンケートの実施が菌難であることも事

実である O

障害の種加は，主に知的障害が252名 (72.6%に

自閉症48名(13.8%) 肢体不自由克15名 (4.3%) 

であった。葎害の程度については，重度 249名

(69.2 %) ，中度78名 (21.7%に軽度33名 (9.2%) 

であった。知的揮害者の願位は 第 1子が 172名

(49.4%)，第 2子 123名 (35.3%) ，第 3子 44名

(12.6 %)であり 半数近くは第1子であった。

知的障害者の日中の生活場所法 通所授産施設が

158名 (43.5%に通所更生苑設34名 (9.4%に入所

更生施設79名(21.8%に入所授産施設25名(6.8%に

自宅20名 (5.5%)で毒り，多くの知的葎害者は，家

族と同居しながら施設へ通っていた。

以下，質需に対する毘答結果の単純集計と一部の費

問項目の回答結果と親達の年齢，知的障害者の年齢，

知的障害者の日中の生活場所，障害の程度(軽度・中

度・重度〉による関係を統計的に調べたものである O

表 1-12に単純集計の結果表13に分散分析の結果

一覧が示されている(表1-12，表13参環)。

(1)知的障害者の老後について

ヨ〉子ども達の老後に対して不安があるか?表。

f非常に不安であるjとfまあまあ不安であるj
と回答したものが336名 (92.5%)であり，廷と

んどの親達がわが子の老後に不安を感じていた O

そして，親達の年齢 (F= 6.66， p < .01) ，子ども

の障害の程度 (F= 6.15， p < .01)により，不安の

有意差がみられた。

②不安が「あるj理由(表2)

「親自身が高齢となり 知的障害者の世話が盟

難」と冨答したものが 148名 (45.3%に「知的捧

害者のための老人ホームがないJ103名 (31.5%) 
であった。 f経済的に苦しpJはわずかで 9名
(2.8 %)であった。特に「親自身が高齢となり知

的障害者の世話が菌難Jの回答においては，重度
知的障害者と軽度知的障害者の親達に脊意な差が

みられた (F= 5.169， df p < .01)。

(2)知的障害者の高齢の印象(子どもの加齢感〉

令子ども達が年老いたと思うか?表3)

「よくある」と汗寺々あるjが160名 (44.4%に

「あまりないjと「誌とんどないJが200名
(55.6 %)で，加齢をあまり感じていない親達の

割合が多かった。この質問項目の自答結果と親達

の年齢 (F= 43.38， p < .001) ，知的障害者の年齢

(F = 30.75， p < .001) ，障害者の日中の生活場所

(F = 7.68， p <β1)において有意差が示された。

o r思う」場合，その理由は何か?表4)
「思う」と回答した 160名のなかで， rトイレ
での助けが多くなったJ54名 (35.5%)が最も
多く，次いで「白髪やしわが増えたJ37名
(24.3 %)， r君、耐力がなくなったJ19名 (12.5%) 
であった。そして 「トイレでの助けが多くなっ

た」の理由については，親達の年齢 (F= 4.91， p 

<.05)，知的障害者の年齢 (F= 6.08， p < .05) ，障

害の程変 (F= 3.09ヲPく .05)において有意差がみ

られた。

また，現在の必要とされる介護項目は， rはみ
がき，洗顔，整髪等についてJ54名(16.5%に
「身体の洗身についてJ49名(15.0%に{問題行
動への対応J49名(15.0%)であり，身体的な
介護の必要性が最も多かった〈表的。

(3)知的障害者自身の高齢(加齢)の認議状況

①子ども自身，高齢坊踏むになることを理解して

いると思うか?表 6)

仁官、うJ63名 (17.6%)， r思、わ右 t~J 156名

(43.5 %に f分からないJ140名 (38.9%)と回
答し，多くの親達は，知的障害者自身が加齢を理

解しているとはあまり惑じていないようである O

この「患うjという自答のなかで，親達の年齢

(F = 15.55， p < .001) ，知的障害者の年齢 (F= 

28.11， p < .001) ，障害の翠度 (F= 5.63， p < .01) ， 

居住地 (F=7.84，P < .01)において有意差が見られ

。
た

②思う場合，その理由は何か?表7)

「思うjと回苔した 61名のうち，その理由に

「親の死の開題について話をするJ20名(32.8%に
「自分の身体の衰えについて話をするJ16名
(26.2 %)であった。

(4) きょうだいによる知的障害者の介護について

A
V
 --
ワ臼
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①きょうだいに高齢の知的揮害者の分護を期待する

か?表8)

「非嘗に期待する」と「まあ期待するjが91

名 (29.0%)， rあまり期待しなLリと「誌とんど
期待しなpJ223名 (71.0%)であった。 7割強
の親達が，きょうだいに知的障害者の介護を期待

していなかった。ただ 「期待する」と回答した

なかで，親達の年齢(F=7.99，p<.Ol)，知的障害者

の年齢 (F=6.25，p<.05)において有意差がみられ

た。

②期待する場合，その事を言葉で伝えているか?

(表9)

「期待するjと回答した 91名の親達のなかで，

きょうだいに韓害者の介護を期待することを言葉

で日云える」もの 64名 (66.0%に「伝えない」

もの 33名 (34.0務)であり 半数以上の親達は

言葉で分護の期待をきょうだいに伝えていた。

「期待jの伝達においては 知的障害者の年齢

(F = 5.72， p < .05)において，有意差が見られた。

(5)職場での定年寄与の導入について

①将来，授産施設などにおいても定年棋の導入が必

要であると思うか?表 10)

「非常に必要であるjと「まあまあ必要である」

が41名 (23.0%)，rあま号必要ではなt)J47名
(26.2 %) ，rわからなLリ 91名 (50.8%)と回答
し，半数は分からないと自答していた。定年制の

導入については，親達の年齢他，どのような要因

においても有意差が見られなかった。

②必要ではない場合，その理由は?

「年齢だけで判断するべきではないJ，r欝げる
間は欝く必要があるJ，r働く場所がなくなると困
るjなどが多く挙げられていた。

(6)高齢知的障害者の生活場所

①高齢知的障害者は どこの生活場所が望ましいの

か?表11)

[現在生活している施設J103名 (32.2%に
「グループホームJ80名 (25.0%に f特別養護老
人ホームJ76名 (23.8%に「自宅J52名
(16.3 %)， r病院J9名 (2.7%)でるった。そし
て， r現在生活している施設jの回答のなかで，
親達の年齢 (F= 14.96， p < .001) ，知的葎害者の

年齢 (F= 10.3， p < .001) ，知的捧害者の日中場所

(F = 166.80， p < .001) ，居住地 (F= 59.90， p < .001) 

の様々な要因において有意差がみられた。

②高幹知的障害者の人生の終意場所(表 12)

「自宅J80名 (26.1%). r現在生活している
施設J77名 (25.2%に「特別養護老人ホーム」
62名 (20.3%).rグループホームJ52名
(17.0 %に「病院J35名(11.4%)であり，終意
場所に「自宅」ゃ「現在生活している施設jと回

答したものが多く見られた。知的障害者の終意場

所においても， r現在生活している施設jの回答
のなかで，親達の年齢 (F= 7.75， p < .01) ，知的

障害者の年齢 (F= 5.01， p < .05) ，知的障害者の

日中場所 (F= 127.64， p < .001) ，居住地 (F= 

55.71 ， p < .001)の様々な要国において有意差が

みられた。

M 考察

本調査結果により 知的捧害の子どもの老後に対す

る親達の不安の状況が明らかにされたと思われる。そ

れによると，子ども達の年齢の多く誌20歳-30歳代

であったが，親達の大部分は子ども達の将来の老後に

不安を抱えていた。しかも，親達の年齢が高くなり，

子どもの障害の程度が重く右ると 親達は子どもの老

後に強く不安を感じる傾向が見られた。つまり，親達

は高齢になり，子どもの障害の程度が重くなると，体

力的，精神的にも子どもの介護に不安を持つと思われ

る。そのことは，不安の主な理由として「親岳身が高

齢となり，知的障害者の世話が困難であるjがあげら

れ，しかも，この理由において障害の程度において有

意差がみられたことからもそのことが理解できょう。

したがって，福祉関係者は，知的障害の子どもが重度

で，かつ高齢になってきた親達に対しては，彼らの不

安を認識した上でのかかわりが必要とされよう。

知的障害者の加齢の印象は 半数以上の親が年老い

たと感じていなかった。これは 知的障害者の約

75%が20義一 39蔑であったことも回答結果に影響

を及ぼしているのかもしれない。親達iまわが子の将来

の老後生活不安を感じながらも 現時点では子どもの

加齢感は薄いようである。ただ 子どもの加齢惑と親

達の年齢，知的障害者の年齢，障害者の日中の生活場

所において有意差が示された。すなわち，親達と知的

障害者の年齢が高くなると 親達は子どもの加齢を感

じるのであり，また，毎日，子ども達と接している在

宅及び通所施設の親達が加齢を惑じていたのである。

障害者の加齢については 一般の人々の加齢と変わら

ないとする報告もあるが 2) 他方 知的障害者施設の

現場で誌 65農未満であったとしても，身体的な加齢

が早く進むケースもあり，そのような場合，特別養護

老人ホームヘ入所した方が良いとする報告もある 11)。

したがって，親達の知的欝害者の加齢感においては，

年齢，障害，居住場所の様々な要因にも影響を受けて

いるため，高齢の知的障害者の支援については，年齢

だけの基準とした対応ではなく や誌り個別的状況に

応じて考えるべきでるろう O このことは，本語査のな

かでも，わが子の加識を惑じている親達は，その理由

として「トイレでの助けが多くなったJr歩行が困難
になったjをあげ また現在必要とされている主な

t
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介護状況が身体的分護 uまみがき，洗顔，整慌等〉で
あることからも，知的障害者の年齢が 20歳-39歳で

あったとしても，一部の親達は，わが子の老化が早く

進んでいると感じていることからも理解できょう。

次に，知的障害者本人の加齢の認識について，多く

の親達は知的障害者自身が高齢を認識しているとは思

つてはいなかった。ただ 認識している回答とした一

部の親達のなかで 親達や知的障害者の年齢が高くな

り，障害の程度が軽くなると，子ども自身が加齢を惑

じているものもいた。つまり 親達は知的捧害者本人

も障害が軽度になると 加齢の状況が理解できると惑

じているのである。そして 知的障害者が加齢を感じ

ている理由として，主に「親の死の問題について話を

するJI自分の身体の衰えについて話をする」と挙げ
られていた。つまり 知的捧害者自身が高齢化(加齢)

を理解したと推察する一つの要因は「死」や「衰えj

の会話であることから この点が彼等の高齢につい

ての認識理解の条件になるのではないかと考えられ

るO そして，特に知的障害者岳身の生活のなかで「親j

の存在は非常に大きく 親に対する死や高齢について

の会話は，知的障害者自身が高齢になることを認識す

る重要な判断材料の一つになるのではないかと思われ

るO また，知的障害者のなかには，親達の死のみなら

ず，仲間の死を理解し，死そのものを認識していると

報告されている 12) 13)。したがって 福祉関係者や親

達にとって，高齢を認識し，死の開題について理解が

できる高齢の知的障害者に対しては，両親の死のみな

らず，本人の死についても語り合い，彼らと共にター

ミナルケアについて考えて行くことも 1つの福祉的援

助の課題になるのではないかと思われる。

親達の多くは，きょうだいに知的障害者の介護を期

待していなかった。しかし，一方，親亡き後の知的障

害者の世話について きょうだいに期待したいとする

親もあり，明確な傾向が示されなかったとする報告も

存在する 14)。持に本調査のなかでも， I期待するjと
回答した親達法，親達と知的障害の子どもの年齢が高

くなると，きょうだいに知的障害者の分護を期待する

傾向が見られた。いず、れにせよ，親達は，内心きょう

だいに知的障害者の介護を期待したいと患ったとして

も，長年，知的障害者の養育で苦労してきた経験を考

えると，きょうだいに知的障害者の分護を期待するこ

とを爵賭してしまうのだろう。したがって，福祉関係

者は，知的障害者の介護についてきょうだいに負担を

感じさせないようなサポート・システムを考えて行く

必要が忘る。具体的には，高齢の知的障害者の家族;こ

対するホームヘルプ9サービスやデイサービスを充実さ

せて行くべきで為ると考える O

職場での定年制の導入については 半数以上が分か

らないと回答をし，この点に関して，多くの親達は，

あまり考えていないようであった。この冨答結果には，

調査対象者のなかに 更生施設利用者などの親達が含

まれていたことも影響を及ぼしているのではないかと

思われる。ただ，親達の意識のなかに，知的障害者が

授産施設に通ったとしても 被らがそこで労働をして

いるのではなく，むしろケアを受けているという考え

があるのかもしれない。しかし 2006年に導入され

た障害者自立支援法で法，知的障害者施設の指導によ

る利用者の一般企業への就職率や利用者への賃金の還

元金などの実績が重視され それによって知的障害者

施設への援助金も決められる。したがって，障害者自

立支援法によって 知的障害者の就職や彼らに対する

賃金の保障が重視されてくるので，知的障害者の定年

制については，今後，社会福祉関採者の関で論議が必

要とされよう。

次に親達が定年制を1ろ要としない理由として「働け

る場所がなくなると函るJI働ける間は働く必要があ
るjことを挙げていた。つまり 親達の意識のなかに

は，定年制により，知的障害者に仕事がなくなると，

彼らの毎日の老後生活をどのように過ごさせて良いの

か分からないと言った不安があるのではないかと君、わ

れる。一般社会においても 定年後の老後生活につい

て，多くの人達は不安を持つ。ましてや，限定された

生活空間の居住捷設や在宅で積極的に余暇活動を過ご

すことが難しい状況にある知的揮害者の場合，定年後

の充実した老後生活は 立おー震難しいことが予

想される。したがって，高齢の知的障害者の定年制は

就労開題だけでなく，老後生活と関連しており，彼ら

の充実した老後生活のためには やはり，社会福祉関

係者法，この定年制の問題も両親と検討することが必

要とされよう。

高齢の知的樟害者の生活場所や終意場所の希望に関

しては，多くの親達泣「現在生活している場所JIグ
jレープホームJI自宅jなどで子ども達の支援を希望
していた。つまり 親達は 子ども達の生活が変化す

ることなく，制捜されず，継続的な自由な生活の場で

老後生活や人生の終意場所を過ごして欲しいと考えて

いると思われる。特に 親達の年齢知的樟害者の年

齢，知的障害者の日中の場所において脊意差が見られ

たことからも，親達や知的障害者の年齢が高くなると，

現在の慣れた場所での老後生活や終罵場所を期待する

ことが理解できょう。したがって 知的障害の高齢者

は，現在，生活をしている場所(施設や在宅)や「グ

jレープホームjで継続的に生活ができるような支援の

ためには，分護保険制度による福祉サービスを利用す

ることも援助の 1つの手段ではないかと思われる。介

護保険制度試，療則として 65歳以上で要介護状態で

あることが認定されると介護保険サービスを受けるこ

とができる。高齢の知的障害者が介護サービスを受汁

る場合，それが施設サービス，あるいは在宅サーどス

であったとしても 彼らが心理的身体的にも満足感

つ白つ臼



人間と科学 県立広島大学保健福祉学部誌 7(1) 207 -214 2007 

が得られるような介護サービスが必要とされよう。そ

のためには，高齢の知的障害者に対する綿密な介護計

画と分護サービスを提供するホームヘルパー，特別養

護老人ホーム，老人ディサービスセンターの知的障害

者についての理解が重要となるであろう。そして，こ

のような分護保険制度による福祉サービスに加えて，

高齢の知的障害者が現在の生活の場で人生の終罵を迎

えるためには，彼らに対する医療.i呆i建・福祉の連携
したサーゼスも重要であると考えられる O
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Abstract 

This paper investigates by means of a questionnaire the concems of p担~ents with regard to their intellectually disabled 

children， and 368 parents responded to the questionnaire. Although most of them were not elderly， falling within the age 
range of 20 to 30 years， the p紅 entsexperienced anxiety with regard to their aging in the future. The reason for their anxiety 
stems from fears that， as they themselves age， they will no longer be able to care for their intellectually disabled children. 

But many parents do not expect the siblings to take care of the disabled child at a later stage. When asked about where they 

expected elderly people with intellectual disabilities to end their lives， the replies inc1uded " their own home" ， " a group 

home" and" an institution for the intellectually disabled." lt seems that parents hope their children will end their lives in 

an environment that they are used to living in. 

Key words : intellectual disability， aging， parents， old age， care of the elderly with intellectual disabilities. 
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